





第1章  ガバナンス改革と内部監査ならびに3つの防衛線（three lines of defense）モデル
















































線（first line of defense 1LD）では実際にリスクをテイクする現場（フロント部）におい
てRAF，健全なリスクカルチャーの醸成がなされ，第2次防衛線（second line of defense 
2LD）ではリスク管理部においてリスク管理委員会の設置，CRO（chief risk officer）の任

















































（4）  「リスクガバナンス，リスクアペタイト・フレームワーク，リスクカルチャ－」PwC Japan(2015年4月）1-25頁参照。
A comprehensive risk appetite framework for banks by Paul Hyde, Thorsten Liebert, Philipp Wackerbeck, 




























































































































（8）  FRC, Revised UK Corporate Governance Code, Guidance on Audit Committees, and Auditing and Ethical 
















米国COSO「内部統制の統合的フレームワーク」（Internal Control - Integrated Framework, 














（9）  Internal Control - Integrated Framework , Committee of Sponsoring Organization of the Treadway 
Commission(Jersey City, NJ: American Institute of Certified Public Accountants. May 2013. Available at 
coso.org.，八田進二・箱田順哉監訳『内部統制の統合的フレームワーク』日本公認会計士協会出版局(2014年2
月）。
（10）  The Three Lines of Defense in Effective Risk Management and Control.（Altamonte Springs, FL: The 
Institutes of Internal Auditors, Inc., January 2013）. Available at: 3Lines of Defensein Effective Risk 
Management and Control.





































































































































































































































































































































































（25）  原島研司「英国のRegulatory Sandbox 革新的な金融サ－ビスに「実験の場」を提供」みずほ総合研究所（2016
年3月13日）1-7頁。  
Regulatory sandbox - cohort 2, FCA. https://www.fca.org.uk/firms/regulatory-sandbox/cohort-2
































（29）  横山淳「FinTech，仮想通貨などを巡る銀行法等改正法，成立 5％ルール，グループ経営管理，仮想通貨交換業
者など」大和総研（2016年6月8日）1-8頁，同「電子決済等代行業，オープンAPIに関する銀行法改正法の概要」
（2017年6月5日）1-8頁。
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〔抄　録〕
本稿は「金融機関のガバナンス改革にみるコ－ポレ－ト・ガバナンス・コ－ドの攻めの
ガバナンスの理論と実践」千葉商大論叢第54巻第1号（2016年9月）を踏まえ，3つの防衛
線と内部監査，COSOリスクマネジメントフレ－ムワ－ク，FinTechと銀行法改正などの
新たな論点から考察を進めたものである。アベノミクスの攻めのガバナンスに関してメガ
バンクなど金融機関の経営改革が進み，金融持株会社を米国型の指名委員会等設置会社と
してモニタリングモデルを指向し，他方銀行子会社を新しく導入された監査等委員会設置
会社とする形態も出されている。こうした中でリスクアペタイト・フレ－ムワ－クと共に
3つの防衛線の実効性確保が大きな議論を呼んでいる。グロ－バルモデルとの乖離が指摘
され，他方でFinTechなど新たな動向にも対処が求められるなどガバナンス改革の大きな
転換時期といえる。論文掲載の貴重な機会を頂いた千葉商科大学には心から感謝の意を表
したい。
